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「大東亜戦争の記憶」を綴る手記集の第4集

「境界 BORDER」シリーズは、国家同士における相

容れぬナショナリズムの境界、その諍いから生じた生

と死を分けた境界、戦前・戦中・戦後という時代の境

界を赤裸々に綴る戦争体験者の手記集です。

第 3 集まで 23 人の手記と特別寄稿「戦争花嫁」を

収録しましたが、第 4 集で新たに 7 人の手記と、シ

ベリア抑留についての特別寄稿が加わります。

「境界BORDER」シリーズの第1集が出版されたのは2022（令和4）年2月。3年半の月日が流れる中で「境
界 BORDER」シリーズの理念 “ 不戦不争 ” は自らが意思を宿して枝葉を伸ばすかのように静かに広が
り続けてきました。
2022（令和 4）年 8 月には第 1 集出版記念の講演会「大東亜戦争の記憶」を東京・赤坂の乃木神社尚
武館道場で開催。続いて 2023（令和 5）年 7 月と 2024（令和 6）年 7 月に 2 年続けて日比谷カレッ
ジ「境界　戦争体験者の証言」を日比谷図書文化館で開催しました。
戦前・戦中の日本を語れる人が少なくなってきました。来年（2025 年）は終戦から 80 年という節目
の年です。「境界 BORDER」シリーズに綴られた “ 大東亜戦争の記憶 ” は未来に生きる人たちに託すメッ
セージでもあります。本書はルビ（ふりがな）を多用した丁寧な編集に努めました。
児童から生徒、学生まで若い世代にも読んでいただきたい本です。
※本書の題字は満州からの過酷な引き揚げを体験された俳優の宝田明さんの直筆文字です。
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